障害児を育てる家族に対する看護実践モデル構築を目指した質的研究の統合 : 家族のノーマリゼーションを視点としたメタ研究による体系化 by 佐藤, 奈保
障害児を育てる家族に対する看護実践モデル構築を目指した質的研究の競合
一 家族の ノ ー マ リ ゼ - シ ョ ンを視点と したメ タ研究による体系化 -
佐 藤 奈 保 (千葉大学大学院看護学研究科)
Ⅰ . は じめに
日常の看護実践は , 児, 家族など の対象の もつ 特性や
環境の様々な関係性の 中で行われて い る｡ こ れ ら の対象
の おか れ て い る状況を文脈と して と らえ, 関連性, 方向
性を詳細に記述した質的研究は , 看護実践 へ の 利用可能
性が高く, 有用な知見を与えられると考えられる ｡
今回 , C O E サ ブプロ ジ ェ ク トB｢日本文化型家族支援｣
にお い て , ｢障害をも つ 乳幼児の家族の 日常生活におけ
る体験｣ をテ ー マ と し, Paters o nの m eta-data analysisの
手法により, こ の ような家族の 体験を体系的に表現し,
家族に対する看護実践に有用な枠組みを構築するこ とを
目的と した メ タ研究に取り組んだ｡
Ⅱ . ｢家族の体験｣ を表現する
- キ ー 概念を導き出す -
｢ 家族の体験を体系的に表現する｣ ため には, 個 々 の
研究の中で記述され て い る家族の 体験を, 何らか の 同 一
の 視点 で解釈 しなおすこ とが必要で あ っ た ｡
Paters on の 分析方法を参考に , 個 々 の 研究で現象を
記述するた めに使用 して い る概念 , テ ー マ , キ ー メ タ
フ ァ
ー な ど を抜き出した｡ そ して , こ れ らを使用して
家族の 体験を表現する こ とを試み たが , 個 々 の研究で
表され て い る現象を文脈ごと表現するこ とは で きなか っ
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た ｡ そ こ で , 家族の 体験を表現するには. 抜き出された
概念やテ ー マ な どを包含した , さ らに大きな概念を視点
とする こ とが必要と考え, ｢ それぞれ の研究で記述され
て い る現象は どの ようなもの か｣, ｢ 現象を記述するため
に使用して い る概念, テ ー マ な どが示して い るもの は何
か?｣ ｢それ らの 関係は どの ようなもの か ?｣ に注目し,
再度各論文を読み 込んだ ｡ こ の 過程で , それ ぞれ の 研
究は, 家族が児の健康状態や成長発達による問題に対処
し つ つ , 家族とし て の 生活を維持 しようと して い る状況
や , 家族の 日常生活に児の 疾患管理を組み込んで い る様
相な どを共通して 記述して い る こ とが分かり, 家族 の体
験を, 家族の ノ ー マ リ ゼ - シ ョ ン の 視点か ら表現する こ
とと した ｡
家族 の ノ ー マ リ ゼ - シ ョ ン は, Kn afl, K. ら を参考に,
『障害をも つ 乳幼児の 家族が , 児 の健康状態, 成長発達
をよりよ い もの にする こ とを目指し つ つ , 家族と して の
日常生 活を保持 して い くため の 方針, 行動と その 変容』
と操作的に定義 し, (家族に よる児の 身体状態の とらえ
方と管理) (家族の生活リズ ム と育児行動) (家族による
児の 発達状態の とらえ方と発達 - の働きかけ)( 家族内
の サポ ー トと社会資源の 利用の状況) の 4 つ の構成要素
か らなるもの と した ｡ こ れ に基 づき, 個 々 の 研究から,
家族 の体験を記述して い る文脈をとりだ し, 家族の ノ ー
マ リ ゼ - シ ョ ンを表現するフ レ ー ズを抜き出した ｡
Ⅲ. プロセスと して描く
- 描き出すための軸の設定 -
家族の ノ ー マ リ ゼ - シ ョ ン は, 元 々 プ ロ セ ス で はな
い . しか し看護実践モ デ ル構築の 点か ら, こ れをプ ロ セ
ス と し て , 図に表現 した い と考えた ｡ そ の ため には, 抽
出した フ レ ー ズを , そ れ ぞれ の も つ 文脈とともに表現で
きる縦軸と横軸を設定する必要があ っ た ｡
縦軸は, 【家族の ノ ー マ リ ゼ - シ ョ ン状況の レ ベ ル】
と した｡ 各 フ レ ー ズ の レ ベ ル は, フ レ ー ズ を含む文脈
と, その前後に記述され て い る内容か ら, 家族 の ノ ー マ
リゼ - シ ョ ン の 定義に照らして 判断したo
横軸と して は, 時間の 経う乳 子 どもの 成長発達, 障
害受容 , 家族の経験の 蓄積などが考えられた｡ しか しそ
れらを横軸 に設定して み ると , 単 一 の 軸では , 全 て の フ
レ ー ズ をそれぞれが持 つ 文脈を表現 しつ つ 配置する こと
は困難で ある ことが分か っ た｡ こ の こ とから , 文脈を保
持 し つ つ フ レ ー ズ を図 の 中に表現するには , 横軸に複数
の 要素をあわせも つ 軸を設定するこ とが妥当と考え, 横
軸は ｢時間の 経過 (児の成長発達, 家族 の経験の 蓄積)｣
と した ｡ こ の 2 つ の軸により, 障害をも つ 乳幼児の 家族
の ノ ー マ リ ゼ - シ ョ ン を プ ロ セ ス と して 表現する ことが
可能であ っ た｡
Ⅳ . 質的研究の統合か ら看護実践モデルの構築 へ
- 文脈依存性を重視 した看護実践モデル -
質的研 究か ら得られ た知見か ら看護実践モ デ ル を構
築する際, 研究結果の も つ 文脈の 保持は重要な課題で あ
る ｡ 今回, メ タ研究の手法を用 い た質的研究の統合によ
り, 個 々 の 研究結果の も つ 文脈を保持し つ つ , より大き
な概念の 中で の 位置づ けを行う こ とが で きた｡ 今後は,
本研究の 結果か ら の 実証研究を行うと ともに, 家族 の
ノ ー マ リ ゼ - シ ョ ン の 4 つ の構成要素間の 関係や , 家族
の ノ ー マ リゼ - シ ョ ンを推 し進め る因子に関する検討を
行 い , 看護実践モ デ ル の構築を進め た い と考えて い る ｡
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